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２
０
２
３
年
７
月
号
で
取

り
上
げ
た
採
卵
鶏
の
雄
ひ
よ

こ
問
題
に
つ
い
て
、
読
者
の

先
生
か
ら
「
ど
う
し
た
ら
こ

の
状
況
を
解
決
で
き
る
の

か
」
と
尋
ね
ら
れ
、
返
答
に

窮
し
て
し
ま
っ
た
▼
国
内
で

毎
年
１
億
羽
の
雄
ひ
よ
こ
が

殺
処
分
さ
れ
て
い
る
現
状

に
、
適
切
な
解
決
策
を
持
た

ず
、
動
物
福
祉
に
関
わ
り
な

が
ら
も
諦
め
て
い
た
自
分
を

発
見
す
る
貴
重
な
経
験
だ
っ

た
▼
卵
肉
兼
用
種
の
実
用
化

は
道
半
ば
で
あ
る
が
、
孵
化

前
の
雌
雄
判
別
技
術
に
つ
い

て
は
国
内
の
大
学
で
も
開
発

が
進
ん
で
い
る
。
技
術
的
な

解
決
は
意
外
に
近
い
か
も
し

れ
な
い
▼
例
え
ば
、
羊
膜
水

で
の
判
別
技
術
は
す
で
に
欧

州
で
実
用
化
さ
れ
て
お
り
、

殺
処
分
を
行
わ
な
い
卵
が

「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｇ
ｇ
ｔ
マ
ー

ク
」（〝
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
＝

尊
重
〞
と
〝
ｅ
ｇ
ｇ
＝
卵
〞

を
組
み
合
わ
せ
た
名
称
で
、

命
を
尊
重
し
た
卵
を
示
す
表

示
）
を
つ
け
て
販
売
さ
れ
て

い
る
ら
し
い
▼
実
は
、
私
は

子
供
の
こ
ろ
縁
日
で
購
入
し

た
雄
ひ
よ
こ
を
鶏
に
な
る
ま

で
育
て
た
こ
と
が
あ
る
。
大

き
く
な
っ
て
ト
サ
カ
が
出
て

も
、
栄
養
が
良
か
っ
た
か
ら

な
の
か
、
い
つ
ま
で
も
ひ
よ

こ
の
よ
う
に
黄
色
っ
ぽ
い
色

を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
早
朝
３
時
に
鳴
く
の
が

困
り
も
の
で
あ
っ
た
が
と
に

か
く
か
わ
い
い
存
在
だ
っ
た

▼
物
価
高
の
折
だ
が
、
鶏
に

や
さ
し
い
卵
を
選
ぶ
こ
と

が
、
選
択
肢
を
広
げ
、
未
来

を
変
え
る
一
歩
に
な
る
と
信

じ
て
い
る
。

 

（
青
木　

敦
子
）

２
０
２
５
年
度
関
弁
連
定
期
弁
護
士
大
会
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日　

時
：
２
０
２
５
年
10
月
３
日
（
金
）

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

 

定
期
弁
護
士
大
会　

午
後
２
時
〜
午
後
５
時
15
分

 

懇
親
会　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

場　

所
： 

甲
府
記
念
日
ホ
テ
ル

山山
ゆ
り
ゆ
り

神
奈
川
県
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
と
天
秤
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
神
奈
川
県
弁
護
士
会

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。
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活
動
報
告
の
後
、
議
案
の

審
議
及
び
採
決
に
移
っ
た
。

審
議
の
結
果
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

第
７
号
乃
至
第
９
号
議
案

　

本
総
会
は
、
会
員
提
案
議

案
が
あ
り
、審
議
の
順
序
は
、

昨
年
度
の
収
支
決
算
承
認
及

び
執
行
部
提
案
議
案
に
先
立

ち
、
会
員
提
案
の
第
７
号
乃

至
第
９
号
議
案
を
一
括
審
議

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
７
号
議
案
は
会
員
の
公

益
活
動
及
び
委
員
会
活
動
等

に
関
す
る
会
規
廃
止
、
第
８

号
議
案
は
当
会
委
員
会
通
則

会
と
の
交
流
、
市
民
窓
口
の

活
動
報
告
等
が
な
さ
れ
た
。

　

次
に
、
大
﨑
茉
耶
会
員
か

ら
、
男
女
共
同
参
画
推
進
へ

の
取
組
み
と
し
て
、
現
在
の

当
会
の
女
性
会
員
の
割
合
が

２
割
で
あ
る
こ
と
、
当
会
執

行
部
の
女
性
会
員
の
割
合
が

３
割
と
な
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
女
性
会
員
の
意
見

を
聞
く
会
の
実
施
、
出
産
育

児
を
理
由
と
す
る
負
担
金
免

除
の
提
言
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

一
部
改
正
、
第
９
号
議
案
は

当
会
の
会
費
に
関
す
る
会
規

一
部
改
正
の
件
で
あ
る
。

　

ほ
ぼ
満
席
の
会
場
に
て
、

本
議
案
の
審
議
に
入
り
、
議

長
が
質
問
の
あ
る
会
員
に
挙

手
す
る
よ
う
求
め
た
と
こ

ろ
、
多
数
の
会
員
か
ら
挙
手

が
あ
っ
た
。
白
熱
し
た
質
疑

応
答
、多
様
な
意
見
が
あ
り
、

本
議
案
の
審
議
は
３
時
間
を

超
え
る
熱
を
帯
び
た
会
議
と

な
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
本
議
案
は

否
決
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案

　

当
会
の
２
０
２
４
年
度

（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

収
支
決
算
の
承
認
の
件
で
あ

る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

防
止
研
修
の
実
施
、「
女
性

法
曹
に
な
ろ
う
！
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
の
実
施
に
つ
い
て
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
神
奈
川
県
弁
護

士
会
創
立
１
５
０
年
会
史
編

纂
特
別
委
員
会
の
竹
森
裕
子

副
委
員
長
が
、
昭
和
15
年
に

日
本
初
の
女
性
弁
護
士
が
登

場
し
た
こ
と
に
言
及
し
、
会

員
に
対
し
、
創
立
１
５
０
年

会
史
編
纂
へ
の
協
力
を
求
め

た
。

第
２
号
及
び
第
３
号
議
案

　

第
２
号
議
案
は
当
会
の
２

０
２
５
年
度
（
一
般
会
計
・

特
別
会
計
）
予
算
、
第
３
号

議
案
は
当
会
の
２
０
２
６
年

度
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

４
〜
６
月
分
暫
定
予
算
の
件

で
あ
る
。

　

両
議
案
は
一
括
審
議
と
な

り
、
採
決
の
結
果
、
圧
倒
的

多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
及
び
第
５
号
議
案

　

第
４
号
議
案
は
当
会
会
則

一
部
改
正
（
登
録
事
項
変
更

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
）
の
件
、

第
５
号
議
案
は
当
会
外
国
特

別
会
員
会
規
一
部
改
正
（
登

録
事
項
変
更
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
）
の
件
で
あ
る
。

　

両
議
案
は
一
括
審
議
、
各

議
案
ご
と
の
採
決
と
な
り
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

　

第
６
号
議
案
は
綱
紀
委
員

会
委
員
、
懲
戒
委
員
会
委
員

及
び
予
備
委
員
選
任
の
件
で

あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
利
害
関
係
人
は
、

こ
の
議
案
に
加
わ
ら
な
か
っ

た
。

　

全
議
案
の
審
議
及
び
採
決

が
終
了
し
、
通
常
総
会
は
終

了
し
た
。

（
会
員　

安
達　

慎
司
）

　

６
月
18
日
、
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
横
浜
み
な
と
み
ら
い

７
０
１
に
て
、
本
年
度
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

と
、
弁
護
士
自
治
の
重
要
性

を
説
い
た
。

　

畑
中
会
長
は
、
通
常
総
会

の
議
長
に
島
崎
友
樹
会
員
、

副
議
長
に
常
磐
重
雄
会
員
を

指
名
し
、
議
長
は
議
事
進
行

を
公
平
に
行
う
旨
を
述
べ
、

本
総
会
は
両
会
員
の
下
で
進

行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

長
谷
山
尚
城
副
会
長
か

ら
、
当
会
に
お
け
る
昨
年
度

の
新
入
会
員
及
び
退
会
者
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
亡

く
な
ら
れ
た
会
員
に
対
す
る

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
昨

年
度
の
会
務
報
告
・
特
別
報

告
が
行
わ
れ
た
。

　

今
井
史
郎
前
副
会
長
か
ら

は
、
現
在
の
会
員
数
が
１
８

０
０
名
に
達
し
て
い
る
こ

と
、
当
会
の
広
報
動
画
、
ラ

ジ
オ
の
法
律
相
談
番
組
が
好

　

畑
中
隆
爾
会
長
が
、
通
常

総
会
の
開
会
宣
言
を
す
る
と

と
も
に
、
現
執
行
部
を
代
表

し
て
挨
拶
し
た
。

　

畑
中
会
長
は
、
多
様
性
・

装
置
・
矜
持
・
継
承
と
い
う

４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ

る
と
と
も
に
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
の
実
現
や
再
審
法

改
正
に
向
け
て
の
強
い
意
欲

評
で
あ
る
こ
と
の
報
告
の

後
、
昨
年
度
執
行
部
に
お
い

て
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導

入
を
求
め
る
総
会
決
議
、
会

長
談
話
を
発
出
し
た
こ
と
、

男
女
共
同
参
画
推
進
へ
の
取

組
み
、
市
民
の
司
法
ア
ク
セ

ス
向
上
を
目
指
し
、
藤
沢
簡

易
裁
判
所
に
家
庭
裁
判
所
出

張
所
を
併
設
す
る
こ
と
を
求

め
る
署
名
活
動
の
実
施
、
静

岡
県
弁
護
士
会
と
の
災
害
協

定
の
締
結
、
韓
国
の
弁
護
士

所
す
る
前
に
就
職
先
が
決
ま

っ
て
い
る
者
が
非
常
に
多
い

こ
と
、
任
官
任
検
希
望
の
修

習
生
も
、
そ
の
多
く
が
就
職

先
の
内
定
を
司
法
研
修
所
入

所
前
に
得
て
い
る
と
い
う
、

現
在
の
修
習
生
事
情
の
紹
介

が
あ
っ
た
。

　

開
会
に
先
立
っ
て
、
前
司

法
研
修
所
刑
事
弁
護
教
官
の

野
口
容
子
会
員
に
よ
る
活
動

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

野
口
会
員
か
ら
は
、
現
在

の
修
習
生
の
状
況
や
上
席
教

官
の
役
割
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。
現
在
修
習
中
の

78
期
は
、
司
法
研
修
所
に
入

意見を述べる議案提案者
の一人の中野憲司会員

開会を宣言する畑中会長

目玉議案について３時間を超える白熱議論

2025年度通常総会開催2025年度通常総会開催

野
口
容
子
会
員
（
前
司
法
研
修
所

刑
事
弁
護
教
官
）
に
よ
る
報
告

１
昨
年
度
の
会
務
報
告
等

３

議
案
審
議
及
び
採
決
結
果

４

開
会
宣
言
及
び
会
長
挨
拶

２
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で
あ
る
が
、
い
ま
だ
そ
の
運

用
に
必
要
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
の
制
定
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、
実
務
上
不
確
定
な
要
素

が
多
い
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
受

け
、
当
会
会
員
で
あ
り
、
法

制
審
議
会
家
族
法
制
部
会
委

員
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
チ
ー
ム
所

属
の
斉
藤
秀
樹
会
員
を
講
師

に
、
弁
護
士
が
今
後
離
婚
事

件
を
扱
う
際
に
留
意
す
べ
き

点
等
を
解
説
し
た
。

　

会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
併
せ

て
１
５
０
名
を
超
え
る
参
加

が
あ
り
、
会
員
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

今
回
の
家
族
法
改
正
で

は
、
共
同
親
権
の
導
入
を
始

め
、
養
育
費
先
取
特
権
の
創

設
、
情
報
開
示
命
令
制
度
の

創
設
と
そ
の
内
容
は
多
岐
に

機
関
に
供
述
調
書
を
作
成
さ

れ
る
リ
ス
ク
や
供
述
調
書
が

作
成
さ
れ
な
い
メ
リ
ッ
ト
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

黙
秘
の
実
践
と
し
て
、
被

疑
者
へ
の
黙
秘
権
の
説
明
時

に
、
黙
秘
し
て
も
不
利
益
が

な
い
こ
と
の
説
明
や
、
あ
ら

た
め
取
調
官
の
説
得
方
法
の

パ
タ
ー
ン
を
伝
え
る
こ
と
の

指
導
が
あ
っ
た
。講
義
で
は
、

中
原
会
員
が
捜
査
官
役
、
吉

岡
会
員
が
被
疑
者
役
と
し

て
、
黙
秘
を
す
る
た
め
の
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
の
実
演
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
黙
秘

「
し
に
行
か
せ
る
」
必
要
が

あ
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら

被
疑
者
が
取
調
べ
を
拒
否
す

る
方
法
が
紹
介
さ
れ
た
。
具

体
的
に
は
、
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
取

調
べ
拒
否
権
を
実
現
す
る

会
）
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
公

開
し
て
い
る
実
践
マ
ニ
ュ
ア

わ
た
り
、
親
子
関
係
全
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
、
裁
判
所
が
共
同

親
権
か
単
独
親
権
か
を
判
断

す
る
際
の
判
断
要
素
た
る
改

正
８
１
９
条
７
項
が
注
目
を

集
め
た
が
、
共
同
親
権
と
単

独
親
権
と
が
原
則
例
外
関
係

に
は
な
い
こ
と
を
前
提
に
、

子
が
表
明
し
た
意
見
を
含
め

て
一
切
の
事
情
を
考
慮
す
る

と
の
規
定
と
な
っ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。
同
規
定
に
つ

い
て
は
、
審
理
対
象
が
Ｄ
Ｖ

等
の
有
無
に
限
定
さ
れ
得
る

と
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
後
紛
争
と
な
り

得
る
項
目
と
し
て
は
改
正
８

２
４
条
の
２
共
同
親
権
の
行

使
の
「
急
迫
の
事
情
」「
日

常
の
行
為
」
が
挙
げ
ら
れ
、

学
校
や
医
療
機
関
が
判
断
を

迫
ら
れ
る
リ
ス
ク
や
、
同
居

親
か
ら
の
監
護
者
指
定
調
停

が
増
加
す
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
離
婚
時
財
産
分

与
の
請
求
期
間
が
５
年
間
に

伸
長
さ
れ
た
こ
と
や
、
父
母

以
外
の
第
三
者
に
よ
る
面
会

交
流
申
立
制
度
の
新
設
な

ど
、
親
子
関
係
に
限
ら
な
い

改
正
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

弁
護
士
が
日
常
的
に
扱
う

可
能
性
の
高
い
離
婚
事
件
に

つ
い
て
、
不
確
定
な
要
素
が

多
い
中
、
想
定
さ
れ
る
実
務

上
の
問
題
点
を
網
羅
的
に
さ

ら
っ
た
本
研
修
は
、
受
講
生

の
期
を
問
わ
ず
非
常
に
有
益

で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
施
行
に
向
け
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
法
務
省
令
の

公
布
と
い
っ
た
情
報
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
重
要
性
も
再

確
認
で
き
る
研
修
会
と
な
っ

た
。

（
大
﨑　

茉
耶
）

ル
や
書
式
を
参
考
に
、
弁
護

士
が
書
面
で
取
調
べ
を
拒
否

す
る
方
法
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

私
も
、
被
疑
者
に
黙
秘
を

指
示
し
た
が
、
そ
も
そ
も
被

疑
者
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

こ
と
や
、
被
疑
者
が
黙
秘
を

実
践
し
た
と
し
て
も
捜
査
官

の
説
得
に
応
じ
て
し
ま
い
、

供
述
し
て
し
ま
っ
た
経
験
が

あ
る
。
黙
秘
指
示
の
重
要
性

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
は

私
自
身
が
依
頼
人
に
と
っ
て

黙
秘
が
最
善
で
あ
る
こ
と
を

確
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
課
題
を
感
じ
た
。

　

経
験
豊
富
な
講
師
か
ら
の

体
験
談
が
率
直
に
語
ら
れ
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。本
研
修
を
契
機
と
し
て
、

日
々
の
弁
護
活
動
に
お
い
て

よ
り
確
信
を
も
っ
て
黙
秘
の

実
践
に
臨
ん
で
い
き
た
い
。

（
会
員　

生
江　

富
広
）

改
正
家
族
法
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

令
和
８
年
５
月
24
日
ま
で

に
施
行
さ
れ
る
改
正
家
族
法

　

５
月
20
日
、
当
会
会
館
及

び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
お
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
会
す
べ
て
の
性

の
平
等
部
会
主
催
に
よ
る
、

裁
判
員
裁
判
国
選
弁
護
人
希

望
者
名
簿
登
載
の
代
替
研
修

を
兼
ね
て
い
る
。

　
「
原
則
黙
秘
」
と
い
う
言

葉
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
原

則
黙
秘
と
は
、
捜
査
機
関
に

よ
る
取
調
べ
に

対
し
て
、
黙
秘

を
出
発
点
と
し

て
、
被
疑
者
に

と
っ
て
黙
秘
を

解
除
す
べ
き
例

外
事
情
が
存
在

す
る
か
を
判
断

し
、
そ
の
よ
う

な
例
外
事
情
が

あ
る
場
合
に
黙

秘
を
解
除
す
る

と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。

　

本
研
修
で

は
、
講
師
の
２

人
が
経
験
し
た

具
体
的
な
事
例

を
交
え
、
捜
査

　

６
月
27
日
、
中
原
潤
一
会

員
、
吉
岡
和
紀
会
員
を
講
師

と
し
て
、
黙
秘
権
実
践
技
術

と
い
う
テ
ー
マ
で
研
修
を
行

っ
た
。
こ
の
研
修
は
、
８
月

実
施
予
定
の
更
新
者
向
け
の

依頼人に最善の結果となる
 黙秘の実践について

刑事弁護研修｜黙秘権実践技術｜
　

前
回
ま
で
に
、
刑
弁
演
習

１
↓
刑
事
問
研
↓
即
日
起
案

↓
刑
弁
演
習
２
と
進
む
、
導

入
修
習
に
お
け
る
刑
弁
科
目

の
「
メ
イ
ン
ル
ー
ト
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
一
つ
の
否
認
事

件
を
題
材
と
し
て
刑
事
弁
護

活
動
の
流
れ
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
情
状
弁
護
の
点
が
含
ま

れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
と

は
別
に
、
事
実
関
係
に
争
い

の
な
い
事
件
で
量
刑
の
考
え

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か

め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
た
。

　

こ
の
連
載
で
は
、
初
め
に

集
合
修
習
の
科
目
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
後
で
、
導
入
修

習
の
紹
介
を
し
た
。
こ
の
順

序
は
修
習
生
の
目
線
で
見
る

と
逆
に
な
っ
て
い
る
が
（
当

然
、
修
習
生
は
導
入
修
習
か

ら
入
っ
て
、
最
後
に
集
合
修

習
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
）、

教
官
目
線
で
は
、
集
合
修
習

↓
導
入
修
習
と
い
う
順
番
で

説
明
す
る
方
が
し
っ
く
り
来

る
。

　

そ
れ
は
、
前
の
期
の
集
合

修
習
か
ら
二
回
試
験
を
挟
ん

で
次
の
期
の
導
入
修
習
を
終

え
る
ま
で
が
教
官
に
と
っ
て

の
「
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
」
で
あ

り
、
そ
の
後
の
「
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
」
に
合
議
を
重
ね
て
次

の
集
合
修
習
と
導
入
修
習
の

仕
込
み
を
す
る
、
と
い
う
の

が
教
官
に
と
っ
て
の
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
導
入
修
習
は
、
集

合
修
習
で
の
教
育
内
容
か
ら

逆
算
し
、
実
務
修
習
に
入
る

前
の
修
習
生
に
何
を
身
に
つ

け
て
お
い
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
か
を
考
え
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
の
で
、

思
考
の
順
序
と
し
て
も
集
合

修
習
が
先
に
来
て
、
そ
の
後

に
導
入
修
習
の
内
容
を
考
え

る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
で
、
集
合
修
習
・
導

入
修
習
の
内
容
の
説
明
を
一

通
り
終
え
た
の
で
、
次
回
は

本
連
載
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
３
年
間
の
教
官
業
務
で

感
じ
た
こ
と
な
ど
を
ま
と
め

て
み
た
い
。

方
を
学
ぶ
「
刑
弁
演
習
３
」

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
刑
事
３
教
官

室
の
コ
ラ
ボ
科
目
と
し
て

「
刑
共
演
習
基
礎
」
と
い
う

科
目
が
あ
っ
た
。
集
合
修
習

で
行
わ
れ
る
「
刑
共
演
習
」

（
模
擬
裁
判
）
の
基
礎
編
と

い
う
位
置
付
け
で
あ
っ
た

が
、
実
際
に
は
、
ロ
ー
ス
ク

ー
ル
で
手
薄
に
な
り
が
ち
な

公
判
前
整
理
手
続
に
つ
い

て
、
模
擬
手
続
を
行
う
こ
と

で
、
実
務
修
習
に
入
る
前
に

「
導
入
修
習
」

刑
弁
修
習
の
全
体
像

改
正
家
族
法
へ
の

対
応
を
学
ぶ

会
員

妹
尾　

孝
之

改
正
家
族
法
研
修
会

刑事弁護修習の刑事弁護修習の
最前線最前線

～20年目の司法修習～

そ
の
４
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「
聘
珍
樓
」
が
倒
産
し
た
。
３
回

目
だ
。
平
成
28
年
、
香
港
フ
ァ
ン
ド

傘
下
の
新
法
人
へ
事
業
を
譲
渡
し
て

い
た
。
こ
こ
か
ら
分
か
れ
た
「
聘
珍

樓
横
濱
本
店
」
も
、
令
和
４
年

に
破
産
手
続
き
と
な
っ
た
。
す

る
と
、「
本
邦
で
現
存
最
古
の

中
華
料
理
店
」
と
名
高
か
っ
た

聘
珍
樓
の
血
脈
は
、
い
つ
ま
で

続
い
て
い
た
と
言
え
る
の
だ

ろ
う
。

　

連
想
し
た
の
は
「
テ
セ
ウ
ス

の
船
」
だ
。
修
復
さ
れ
続
け
た

船
の
部
材
が
す
べ
て
入
れ
替

わ
っ
た
時
、
元
の
船
と
の
同
一

性
は
保
た
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
問
題
で
、
聘
珍
樓
の
３
回

の
倒
産
に
も
通
じ
る
。

　

名
店
の
系
譜
に
つ
い
て
議
論
す
る

の
は
面
白
い
。し
か
し
皇
室
の
系
譜
、

現
憲
法
に
も
定
め
ら
れ
た
我
が
国
の

象
徴
た
る
皇
統
を
巡
っ
て
は
、
面
白

が
る
わ
け
に
い
か
な
い
。

　
「
女
性
」
と
「
女
系
」
の
違
い
を
、

諸
賢
は
ご
存
知
と
思
う
。
で
は
「
女

系
天
皇
の
容
認
論
」
は
、
果
し
て
テ

セ
ウ
ス
の
船
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
否
で
あ
る
。男
系
原
則
が
、

す
な
わ
ち
天
皇
の
定
義
で
あ
る
か
ら

だ
。

　

女
系
天
皇
と
い
う
造
語
は
、
奇
怪

で
矛
盾
し
て
い
る
。
そ
れ
は
テ
セ
ウ

ス
の
船
で
は
な
く
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ

ー
ウ
ェ
ル
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小

説
『
１
９
８
４
年
』
に
登
場
す

る
「
新
語
法
（
ニ
ュ
ー
ス
ピ
ー

ク
）」
だ
と
言
え
る
。「
戦
争
は

平
和
で
あ
る
」
の
よ
う
に
、
語

義
を
す
り
替
え
て
民
の
思
考
を

支
配
す
る
手
法
の
こ
と
だ
。

　
「
立
憲
君
主
制
か
ら
共
和
制

に
」
と
い
う
主
張
な
ら
、
賛
成

し
な
い
が
理
解
で
き
る
。
し
か

し
女
系
論
は
、
皇
室
に
対
す
る

国
民
の
敬
愛
を
利
用
し
つ
つ
、

天
皇
の
定
義
を
す
り
替
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
新
語
法
に
等

し
い
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

　
（
産
経
新
聞
横
浜
総
局山

澤　

義
徳
）

と
し
て
い
た
。
察
し
た
事
務

局
が
心
配
し
て
声
を
か
け
て

く
れ
た
。
そ
の
優
し
さ
に
不

覚
に
も
涙
が
あ
ふ
れ
そ
う
に

な
っ
た
。

　

４
月
下
旬
、
膨
大
な
業
務

量
に
免
疫
が
つ
い
た
頃
、
予

算
案
の
作
成
が
佳
境
と
な
っ

た
。
当
会
の
予
算
は
規
模
も

大
き
く
複
雑
で
あ
る
。
し
か

し
予
算
は
、
事
務
局
の
会
計

チ
ー
ム
が
細
か
い
数
字
や
一

覧
表
を
作
っ
て
く
れ
る
し
、

理
事
者
が
作
成
し
た
説
明
書

も
確
認
し
て
く
れ
る
。
予
算

は
事
務
局
と
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
作
成
し
た
と
い
う
の

が
実
感
で
あ
る
。

　

５
月
下
旬
、
本
格
的
に
総

会
準
備
。
公
益
担
当
の
私
は

遅
く
ま
で
会
館
に
残
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
事
務
局
が
心

配
し
て
声
を
か
け
て
く
れ

る
。
あ
た
た
か
い
言
葉
が
力

に
な
る
。
ま
た
、
今
年
の
総

会
は
大
勢
の
会
員
に
出
席
い

た
だ
い
た
た
め
、
会
場
の
準

備
が
大
変
で
、
事
務
局
が
事

前
も
当
日
も
奔
走
し
て
く
れ

た
。
総
会
が
終
わ
っ
た
ら
、

心
か
ら
お
つ
か
れ
さ
ま
の
言

葉
を
か
け
合
っ
た
。

　

理
事
者
に
な
っ
て
分
か
っ

た
の
は
、
事
務
局
は
、
知
識

や
経
験
が
豊
富
で
優
秀
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
理
事
者
や

会
員
を
よ
く
見
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
困
っ
た
と

き
に
、
手
を
差
し
伸
べ
、
適

切
的
確
な
資
料
を
出
し
て
く

れ
る
。
ま
た
、
弁
護
士
会
に

大
き
な
愛
情
を
持
っ
て
い

て
、
弁
護
士
会
を
よ
り
よ
い

も
の
に
す
る
に
は
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
真
剣
に
考
え

て
く
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
事
務
局
に
恥
じ
な

い
よ
う
な
理
事
者
で
あ
り
会

員
で
あ
り
た
い
と
、
心
か
ら

思
う
日
々
で
あ
る
。

　

理
事
者
室
だ
よ
り

の
番
が
回
っ
て
き

た
。
前
回
と
少
し
被

る
が
、
事
務
局
に
つ

い
て
書
く
こ
と
に
す

る
。

　

初
め
て
の
日
直
の

日
。
会
計
は
決
裁
業

務
の
量
が
特
に
多

い
。
会
計
担
当
の
私

は
、
膨
大
な
業
務
量

を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
大
変
な
と
こ
ろ

に
来
て
し
ま
っ
た
か

も
し
れ
な
い
と
呆
然

副
会
長　

石
塚　

陽
子

事
務
局
に
支
え
ら
れ
て

理
事
者
室

だ
よ
り

員
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
伺

っ
て
い
る
う
ち
に
、
私
が
発

言
す
る
隙
は
な
い
よ
う
な
気

が
し
て
き
て
…
。

　

い
や
い
や
、
や
は
り
折
角

の
機
会
、
無
知
を
さ
ら
し
た

と
し
て
も
「
気
に
せ
ず
ど
ん

ど
ん
発
言
し
て
よ
い
ん
だ

よ
！
」
と
い
う
皆
様
の
お
言

葉
を
額
面
通
り
受
け
取
っ

て
、
勇
気
を
も
っ
て
発
言
す

る
よ
う
に
し
た
い
。

　

さ
て
、
弁
護
士
に
な
っ
て

４
年
目
、
未
だ
に
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
言
っ
て
い
て
は
笑

わ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
関
内

付
近
の
道
や
町
名
を
な
か
な

か
覚
え
ら
れ
ず
、
地
図
ア
プ

リ
を
見
た
り
、
色
々
な
方
の

後
を
つ
い
て
歩
い
た
り
し
て

乗
り
切
っ
て
き
た
。

　

関
内
に
行
く
機
会
が
増
え

る
今
年
こ
そ
は
、
し
っ
か
り

道
や
町
名
を
覚
え
た
い
と
ひ

そ
か
に
思
っ
て
い
る
。

常議員会
の い ま 「74期の

 バトンを受けて」
会員　本山　絹（74期）

い
、
と
い
う
興
味
も
も
ち
ろ

ん
あ
る
。

　

一
方
で
、入
会
当
初
か
ら
、

委
員
会
も
期
日
も
わ
り
と
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
が
導
入
さ
れ
て
い
た

身
か
ら
す
る
と
、（
支
部
の

会
員
か
ら
す
れ
ば
怒
ら
れ
そ

う
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、）

藤
沢
か
ら
関
内
ま
で
の
移
動

は
ち
ょ
っ
ぴ
り
難
儀
で
は
あ

る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
出
席
す
る

か
ら
に
は
し
っ
か
り
発
言
し

て
、
そ
の
た
め
に
は
資
料
も

読
み
込
ん
で
、
と
意
気
込
ん

で
い
た
の
だ
が
、
他
の
常
議

　

第
４
４
０
号
の
弁
護
士
会

新
聞
、「
常
議
員
会
の
い
ま
」

で
、
同
期
が
と
あ
る
宣
言
を

し
て
い
た
。「
な
お
、
74
期

か
ら
は
順
番
に
毎
年
常
議
員

会
に
送
り
込
ん
で
い
き
た

い
」。

　

そ
の
意
気
込
み
を
受
け
、

本
年
度
は
私
が
74
期
枠
と
し

て
立
候
補
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
藤
沢
か
ら
の
声
も

届
け
た
い
、
と
い
っ
た
個
人

的
な
思
い
や
、
弁
護
士
会
が

ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の

か
身
近
な
と
こ
ろ
で
学
び
た

理事者室で執務中の筆者

テ
セ

ウス
の船と新語

法

　

土
地
境
界
紛
争
に
は
「
公

法
上
の
境
界
」（
筆
界
）
の

問
題
と
「
土
地
所
有
権
の
範

囲
」
の
問
題
が
併
存
す
る
こ

と
が
多
い
。
紛
争
解
決
に
は

筆
界
の
位
置
を
探
索
し
つ

つ
、
こ
れ
と
異
な
る
占
有
や

権
利
関
係
が
あ
る
場
合
、
い

か
に
登
記
と
権
利
関
係
を
整

合
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
る
。

　

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー

か
な
が
わ
（
以
下
「
セ
ン
タ

ー
か
な
が
わ
」と
い
う
。）は
、

神
奈
川
県
土
地
家
屋
調
査
士

　

と
こ
ろ
で
、
法
務
局
の
筆

界
特
定
制
度
は
施
行
以
来
、

筆
界
の
判
断
に
つ
い
て
高
い

評
価
を
維
持
し
て
い
る
。
同

制
度
に
お
い
て
調
査
・
検
討

を
行
う
主
体
は
土
地
家
屋
調

査
士
の
筆
界
調
査
委
員
で
あ

り
、
高
評
価
を
担
保
す
る
人

的
資
源
は
主
と
し
て
土
地
家

屋
調
査
士
で
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

　

セ
ン
タ
ー
か
な
が
わ
で
活

躍
す
る
土
地
家
屋
調
査
士
は

経
験
豊
富
で
あ
り
、
筆
界
調

査
委
員
を
兼
任
す
る
者
も
多

い
。
セ
ン
タ
ー
か
な
が
わ
で

は
、
土
地
等
の
権
利
関
係
は

弁
護
士
が
検
討
・
調
整
し
、

筆
界
の
探
索
や
解
決
に
必
要

な
登
記
処
理
を
土
地
家
屋
調

査
士
が
責
任
を
も
っ
て
検
討

す
る
。

　

セ
ン
タ
ー
か
な
が
わ
は
、

弁
護
士
と
土
地
家
屋
調
査
士

の
共
同
に
よ
り
、
権
利
と
登

記
が
整
合
す
る
解
決
を
期
待

で
き
る
有
用
な
Ａ
Ｄ
Ｒ
で
あ

る
。（
会
員　

柳
川　

猛
昌
）

筆
界
と
権
利
の
調
和
め
ざ
す
Ａ
Ｄ
Ｒ

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
か
な
が
わ
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会
と
当
会
が
共
同
で
立
ち
上

げ
、
現
在
も
両
者
で
運
営
に

当
た
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
（
裁
判
外
紛

争
解
決
手
続
）
で
あ
る
。
セ

ン
タ
ー
か
な
が
わ
に
は
相
談

手
続
と
調
停
手
続
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
土
地
家
屋
調

査
士
と
弁
護
士
が
共
同
で
担

当
し
、
土
地
境
界
問
題
に
つ

い
て
質
の
高
い
知
見
を
提
供

し
、
調
停
手
続
で
は
必
要
に

応
じ
て
測
量
も
行
う
な
ど

し
、
合
理
的
解
決
を
目
指
し

て
い
る
。
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弁護士が相談内容を受付で聴取

講師の峯崎会員が解説をしている様子

６
士
業
が
連
携

　

６
月
９
日
、当
会
会
館
で
、

弁
護
士
業
務
改
革
委
員
会
の

主
催
に
よ
り
、「
新
入
・
若

手
会
員
向
け　

契
約
書
チ
ェ

ッ
ク
研
修
会
〜
明
日
か
ら
取

り
組
め
る
契
約
書
チ
ェ
ッ
ク

の
実
務
〜
」
と
題
す
る
研
修

会
を
開
催
し
た
。
同
委
員
会

副
委
員
長
の
峯
崎
雄
大
会
員

が
講
師
を
務
め
、
研
修
会
の

前
半
は
契
約
書
チ
ェ
ッ
ク
の

ポ
イ
ン
ト
や
顧
客
へ
の
回
答

方
法
な
ど
に
関
す
る
実
務
的

な
解
説
を
行
っ
た
。

　

顧
客
へ
の
回
答
方
法
に
つ

い
て
は
、
契
約
書
チ
ェ
ッ
ク

の
関
連
書
籍
に
も
あ
ま
り
記

載
が
な
く
、
参
考
に
な
っ
た

と
の
声
が
複
数
上
が
っ
た
。

家
に
同
時
に
相
談
で
き
る
の

が
、
今
回
の
合
同
相
談
会
の

魅
力
で
あ
る
。

　

一
般
の
人
は
、
ど
の
士
業

が
、
ど
の
よ
う
な
分
野
の
専

門
家
で
あ
る
の
か
に
つ
い

て
、
必
ず
し
も
明
確
な
情
報

を
持
ち
得
て
い
な
い
。
そ
の

よ
う
な
場
合
、と
り
あ
え
ず
、

弁
護
士
に
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
専
門
分
野
の

問
題
は
、
そ
の
分
野
の
専
門

家
に
相
談
す
る
の
が
一
番
で

あ
る
。

　

今
回
の
合
同
相
談
会
で

は
、
受
付
段
階
で
、
弁
護
士

が
相
談
内
容
を
簡
単
に
聴
取

し
、
ど
の
専
門
家
に
相
談
す

も
の
の
、
舞
台
の
緊
張
感
、

笑
い
を
取
っ
た
時
の
充
足
感

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
入
学
を
決

意
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
教
わ
る
の

が
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！
」「
お
疲
れ
様
で
し
た
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
」
と
い
う
挨
拶
で
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｃ
東
京
で
は
こ
の
よ
う

な
お
笑
い
芸
人
と
し
て
の
慣

習
・
ル
ー
ル
、「
笑
い
」
を

取
る
た
め
の
授
業
を
受
け
ま

す
。
特
に
、
漫
才
・
コ
ン
ト

等
「
ネ
タ
」
作
り
を
学
ぶ
授

業
で
、
ネ
タ
に
は
笑
い
を
取

る
た
め
の
い
わ
ば
規
範
が
あ

り
、
ボ
ケ
・
ツ
ッ
コ
ミ
を
あ

て
は
め
て
い
く
等
、
笑
い
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
じ
つ
け
気
味
で
す
が
、

笑
い
と
い
う
結
果
の
た
め
に

あ
て
は
め
を
す
る
こ
と
は
、

法
律
効
果
を
得
る
た
め
事
実

の
あ
て
は
め
を
す
る
弁
護
士

　

研
修
会
終
了
後
に
は
、
当

会
会
館
最
寄
り
の
イ
タ
リ
ア

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
懇
親
会
も

開
催
し
た
。
研
修
会
の
参
加

募
集
は
定
員
を
超
え
、
当
日

の
参
加
者
数
は
、
運
営
に
携

わ
る
弁
護
士
業
務
改
革
委
員

会
会
員
も
加
え
て
総
勢
約
50

名
に
上
っ
た
。
こ
の
う
ち
32

名
は
、
77
期
を
含
む
70
期
台

の
会
員
で
占
め
ら
れ
、
研
修

会
は
大
盛
況
に
終
わ
っ
た
。

弁
護
士
業
務
改
革
委
員
会

は
、
来
年
度
以
降
も
、
同
様

の
研
修
会
を
継
続
的
に
開
催

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
会
員　

佐
山　

亮
介
）

　

６
月
７
日
に
、
当
会
会
館

で
６
士
業
合
同
の
「
終
活
に

関
す
る
合
同
相
談
会
」
が
行

わ
れ
た
。参
加
士
業
団
体
は
、

行
政
書
士
会
、司
法
書
士
会
、

社
会
福
祉
士
会
、
社
会
保
険

労
務
士
会
、
税
理
士
会
、
弁

護
士
会
の
合
計
６
士
業
団
体

で
あ
る
。

　

自
ら
が
高
齢
と
な
り
、
残

さ
れ
た
家
族
に
負
担
を
掛
け

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
今
、
何
を
す
べ
き
な
の

か
。
葬
儀
や
お
墓
の
問
題
、

障
が
い
を
お
持
ち
の
親
族
の

問
題
。
ま
た
、
自
分
の
人
生

を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
医
療
、
介
護
の
問
題
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

　

本
年
５
月
、
浅
草
に
あ
る

伝
統
的
な
舞
台
会
場
、
浅
草

公
会
堂
に
て
プ
ロ
の
お
笑
い

芸
人
と
し
て
の
初
め
て
の
ラ

イ
ブ
が
始
ま
る
。
皆
様
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！
神
奈
川

県
弁
護
士
会
所
属
の
板
橋
勇

太
と
い
い
ま
す
。

　

実
は
、
昨
年
４
月
か
ら
本

年
３
月
ま
で
、
プ
ロ
の
お
笑

い
芸
人
に
な
る
べ
く
、
吉
本

興
業
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
の
お
笑
い
養
成
所

「
Ｎ
Ｓ
Ｃ
東
京
30
期
生
」
に

通
学
し
て
お
り
ま
し
た
。
き

っ
か
け
は
２
年
前
、
お
世
話

に
な
っ
た
事
務
所
か
ら
独
立

し
て
「
何
か
変
わ
っ
た
こ
と

を
や
り
た
い
」と
出
場
し
た
、

ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
プ
ロ
ま
で

誰
で
も
出
場
可
能
な
漫
才
の

大
会
、
Ｍ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

で
し
た
。
元
の
事
務
所
の
兄

弁
護
士
と
コ
ン
ビ
「
ろ
い
や

〜
ず
」
を
組
ん
で
惨
敗
し
た

後
半
は
、
席
の
近
い
会
員
数

名
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
実
例
を
基
に
し
た
契
約

書
を
題
材
に
、
一
方
当
事
者

で
あ
る
顧
客
か
ら
の
依
頼
と

い
う
形
で
、
契
約
書
チ
ェ
ッ

ク
の
回
答
内
容
を
検
討
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

た
。
各
グ
ル
ー
プ
内
で
は
、

様
々
な
視
点
か
ら
契
約
書
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
関
す

る
議
論
が
活
発
に
交
わ
さ
れ

た
が
、
中
に
は
「
契
約
書
チ

ェ
ッ
ク
自
体
が
初
め
て
で
あ

る
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
新

入
・
若
手
会
員
に
対
す
る
実

務
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る

点
で
有
意
義
な
研
修
と
な
っ

た
。

る
の
が
適
切
で
あ
る
の
か
に

つ
い
て
の
判
断
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
相
談
者
が
真
に

必
要
と
し
て
い
る
相
談
を
各

分
野
の
専
門
家
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
各

分
野
の
専
門
家
が
相
談
を
受

け
て
い
る
中
で
、
こ
れ
は
別

の
分
野
の
専
門
家
か
ら
も
相

談
を
受
け
た
方
が
よ
い
と
い

う
場
合
に
は
、
積
極
的
に
専

門
家
の
「
は
し
ご
」
を
お
勧

め
し
た
。

　

今
回
、
21
組
の
来
場
者
に

対
し
て
、
相
談
件
数
が
44
件

と
、平
均
２
件
の
相
談
の「
は

し
ご
」
が
で
き
た
こ
と
は
、

多
く
の
士
業
が
参
加
す
る
合

同
相
談
会
な
ら
で
は
の
結
果

で
あ
る
。
ま
た
、
相
談
が
終

わ
っ
た
際
に
、
相
談
者
が
、

色
々
な
方
に
相
談
で
き
て
不

安
が
な
く
な
り
ま
し
た
と
仰

っ
て
い
た
の
が
、
今
回
の
相

談
会
の
成
果
で
も
あ
っ
た
。

（
会
員　

最
所　

義
一
）

業
に
も
通
じ
ま
す
。
そ
う
し

て
無
事
そ
こ
を
卒
業
し
吉
本

興
業
所
属
の
プ
ロ
の
お
笑
い

芸
人
と
な
っ
た
私
は
、
冒
頭

の
ラ
イ
ブ
に
出
演
し
ま
す
。

　

披
露
し
た
の
は
、
フ
リ
ッ

プ
に
書
か
れ
た
も
の
の
有
罪

無
罪
を
ジ
ャ
ッ
ジ
す
る
、
安

直
な
弁
護
士
コ
ン
ト
で
す
。

結
果
、
多
少
な
り
の
笑
い
声

…
ウ
ケ
ま
し
た
。
勝
訴
と
い

っ
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。お
笑
い
芸
人
兼
弁
護
士
、

笑
い
や
法
律
効
果
と
い
っ
た

結
果
を
得
る
た
め
に
尽
力

し
、
勝
訴
を
目
指
し
日
々
精

進
し
て
お
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
、
劇
場
や
当

事
務
所
ま
で
足
を
運
ん
で
下

さ
い
。
最
後
に
ち
ゃ
っ
か
り

営
業
を
し
て
締
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
お
疲
れ
様
で
し

た
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！（会

員　

板
橋　

勇
太
）

　

デ
ス
ク 

勝
俣　
　

豪　

　

記　

者　

青
木　

敦
子　

　

 

安
達　

慎
司　

 

川
添　

啓
明　

 

北
川　

貴
史　

　

 

中
道　
　

徹　

 

長
谷
川
篤
司　

 

長
谷
川　

康　

　

久
々
に
熱
い
議
論
の
ぶ
つ

か
り
あ
い
が
あ
っ
て
な
か
な

か
で
し
た
。
色
々
と
意
見
を

交
わ
し
合
う
こ
と
は
、
個
々

の
人
に
と
っ
て
も
、
そ
の
組

織
に
と
っ
て
も
、
健
康
に
良

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

ま
に
あ
る
分
に
は
。

  

合
同
相
談
会
開
催

合
同
相
談
会
開
催

終
活
を
支
え
る

終
活
を
支
え
る
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